
平成26年7月号 88

ご協力に感謝!!「緑の募金」運動
　5月1日～ 31日の期間で、自治会や学校、関係団体の協

力のもと、村緑化推進委員会による「緑の募金」運動が行

われ、村民の皆さまから温かなご厚意をいただきました。

ご協力、誠にありがとうございました。

　6月10日には、新小環境委員会委員の長浦玄くんと媚山

陽菜さんから、6月20日には、

新中生徒会長遠藤愛美さんか

ら「全校生徒の思いが詰まっ

た募金です、緑の普及に使っ

てください。」と募金箱が手

渡されました。

「人権の花」贈呈式

　6月11日、村小学校で「人権の花」の贈呈式が行われました。

　この贈呈式は、札幌法務局と札幌人権擁護委員協議会の

共催により実施されており、児童らがお互いに協力し合い

ながら花等の植物を栽培することによって「命の大切さや

相手への思いやりというような基本的人権の尊重の精神を

身につけること」を目的としています。

　この日は本村の人権擁護委員である木村良麿さんから各

学年の代表者に彩り鮮やかなガーベラやサルビアなどの花

が贈られました。

新小4年生自然体験学習「しのつ湖探検隊」

　6月12日、新小4年生24人がしのつ湖周辺の樹木や自然に

ついて学びました。

　しのつ湖未来会の田口さんより、しのつ湖周辺に生息す

るヤチダモやオニグルミなど数種類の樹木に関する説明が

ありました。

　児童らは実際に樹木の葉を手に取り、それぞれの葉の形

や手触りの違いを学びました。

　また、ハルニレの種の播種作業や苗木をビニールポット

に植え替える作業を行いました。この苗木は秋にしのつ湖

周辺に植樹される予定です。

新高３年生

種から育てた苗を花壇に植栽

　6月17日～ 19日の3日間、新篠津村高等養護学校生活園

芸科3年生8名が道道岩見沢石狩線(第44線から第45線間)の

植樹マスと役場庁舎正面花壇に花植を行いました。

　この植栽は、生徒たちの地域交流と自分たちの成果を試

すことを目的に毎年実施しています。

　マリーゴールドやベコニアを道道岩見沢石狩線には約

860株を、庁舎正面花壇には300株を植え込みました。新高

生徒の金澤さんは「種から育てたお花を役場に植えること

ができて、うれしいです」と笑顔で話していました。


